
図l川鉄化学株式会社千葉工場納め500′000

Nm3/hコークス炉用排ガス脱硝装置

環境設
大気汚染防止装置

水処王里装置

廃棄物処理装置･その他

†氏成士壬綺折時代において,環I削ぎほ引ま従米の排川規制に対応する_～ii.なる

公丁子防_l_Lという√受身の姿勢から,より横様r】てJな姿勢への転授が辿られてい

ると言える｡すなわち,排出源を税材料又は燃料の節約により根本で抑え

込む維折r†てJで効率の良し､機器の1i臼発,ノ女び溌i塘再利用システムなどの開発

であI),土主期什Jな展望にたち,二れに一心実に111り組み什会に主【〔赦すべきで

あると巧▲えている(つ

大1も汚染l;〟止装置では,脱硝装｢i′壬が亡夫川機とLて商JIJ越転に人った一丁トで

あると言える｡川三枚化′ナ才‥株式会什丁一‾乗工場納めコrクス匁川J500,000Nm3/h

脱硝装吊が運転を開始し,またイイヒHl裡柑工業株J(会什貝塚_‾り法的めポイ

ラ用脱硝袋帯もう基転に入った｡

に偵壬れた触喋の採用ノぇびデス

脱硝装言岸の技術を+二†二証した｡

汀乍を母i】育三し雪望作中であるが,

本袋帯はC市油だきボイラ川とLて,耐SOx

卜対策もプ三池され､いわし′》るダーティ排ケース

ニれらの実綴をもとに,各柿排ガスの脱硝装

着之も三拝徴とするところは,高清作触媒を他用

するためJ丈ん訂温性の低いことであり,オスー作北によっては排ガスfん1_度2100c

の脱硝装置も既に実m運転に人′ノている｡また`荘1(集じん装吊につし､ては､

装道の高′性能化,小形化を【ヌ1I)終和床装の要望にんむじた亡+すなわち,ワイ

ド ピッチ形案じん装置を完成し,また作栄城士是政洋川とLて卜=湯ノ世伝主

上に設置するろ堂!右j芥戟形填じん装吊の枝祢fを1こf戊し,;与川叫+である｡

水処理装置については,多様化する了宗要に応じるため,日_､ンニグループみ

什の柑徽を生かし,芥純巻き置をり三川化Lた｡すち･わち,i巧BODr薙水処押

用｢日jエ高速ばっき装置+1号機をLU崎ミ巨望パン株∫(全件子バロJ_L場に納入し,

順調に稼動している｡本装置は良一～7一業界の高BOD廃水の処J判二こけに総柄

的な装置である｡⊃ また鉄鋼1‾二場の総でナ排水処理装置,紙パルプ_‾t二場排水処

理装置など,大形産業排水処理装置を1こ成した｢)吏に,粉末満作fJ三を用し､

た排水の高次処理技ノ術の開発を図り､域.7仁,土け川法人追水促進センターが

郡市‾卜水の高次処f里用として実験プラントによる試験を実施Lている｡ま

たこれら各椎水処理技術をベmスとして,ビル用など中水道利用技術に日

立グループ各社共桁1で取り組み,1需要にんとじ柑る体制を確､■′二Lた｡

通商産業省コニ業技術院の委託研究の-一部とLて開発されたうず電流▲によ

る分属･非令属分別装置は,そのシンプルな機構により､ガラス再生処理

1二程など,廃棄物からの非鉄分属回収装置としで業界から注目されている｡
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大気汚染防止装置

乾式排ガス脱硝装置

架素戸軽化物(NOx)の規制の強化に伴

い,排ガス脱硝技術の確立が強く要望

されている｡

日立製作所は,この開発に総力を挙

げて推進し,アンモニア(NH3)によ

る接触還元法脱硝プロセスを開発し

た｡

既にコークス炉,LNG(液化大然ガ

ス),畢油だきボイラなどにつし､てパイ

ロット プラント研究を完了し,各種排

ガスに対応した脱硝システムを供給で

きる態勢を整えた｡

本方式はNH｡によりNOxを触杖を介

Lて采素と水蒸気に還元し,無害化す

るものであり,この技術的特長は,

(1)プロセスが簡単で,信頼性が高く,

逆転が容易である｡

(2)触媒は高括惟,かつ長寿命である｡

(3)高活性触媒の使用により排ガス性

状に合わせ,反応温度を低くすること

ができ経済的である｡

実用1号機である川鉄化学株式会社

丁･薬工場納めコ【クス炉用脱硝装置が昭

和51年11月から運転を開始した(図1)｡

本装置は処理ガス量500,000Nm3/h,

脱硝率90%以上の性能を持つものであ

る｡

更に,実用2号機である千代田建材

工業株式会社貝塚工場納めボイラ用脱

硝装置も昭和51年10月から試運転を開

始した(図2)｡

本装置はC重油だきボイラ用とLて
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我が回初の実用脱硝装置であり,処理

ガ､ス量15,000Nm3/h,脱硝率70%以_l∴,

耐SOx件に俊れた触株,ダスト対策を

組み込んだJ丈応器などを採川している｡

本装置の運転成果によr),困難視さ

れているダーティ排ガス用脱硝装置の

技術が二立証された｡

電気集じん装置

電与〈集じん装置(以一卜1EPと略す)

の｢集じん率向上+,｢信相性向上+,

｢省電力+を3大目標として装置全般に

抜本的な改良を実施した｡すなわち,

(1)プレス成形による無歪大形集じん

梗の完成

(2)クランプ継手による無歪放電わく

の完成(日米特許申請中)

(3)省電力形がい管弓ミ構造のう三成(日

米特許申請中)

(4)ガス分布板の新開口比確立とがス

フローの貴通化

(5)プレス加工の全面導入による各パ

ーツの精度向上

などで,これらの採用によってEPの

高性能化が図れるようになり,同一集

じん率の場合従来の谷柿に比べて10～

15%以_卜の小形化を可能とした｡

また,昭和51年度は新方式のEPを椎

種開発したが,次にその代表例を記す｡

(1)ワイド ピッチ形EPの完成

ワイド ピ･ソチ形EPの1号機を,都

市ごみ焼却炉用として納入した｡この

装置は集じん極ピ･ソナが従来の250～

300mmよりも広く､500mmで設計された

ものである(図3)｡

この装置の設.汁製作に当たってはパ

イロ､ソトEPによる実験,借電ダスト

の軌跡調査,コロナ放電時に七ずるイ

オン風の研究などを実施し,その成果

を上牧-)人れて実用化されたものである｡

その性能は従来ピッチに比べ,同等以
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図2 千代田建材工業株

式会社員塚工場納め15′000

Nm3/h重油だきボイラ用

排ガス脱硝装置

上であることが確認立証され,好調真

に運転中である｡

(2)分塊圧延機用EP

本装置は川崎製鉄株式会社-‾f･菓製鉄

所に納人されたもので,ユニバーサル

分塊庄延∴装帯からの禿じんを集催し泥

∫℃EPでi行浄化するものである｡このシ

ステムは,圧延機本体の発じん部にそ

れぞれ固定紫煙フ∬ドを設け,圧延工

図3 ワイド ピッチEP

(都市ごみ焼却炉用)

27



図4 伏見製薬株式会社納め才非煙脱硫装置

く儀一

廻

程に合わせて集煙系統切替ダンパを操

作することにより発じんの一鼓も多い筒

所を選択し,効果的に集煙処増する方

式である｡

このシステム採用により集じん装置

はコンパクトになり,省電力もlヌ†るこ

とができた｡

二の装置のように,圧延機本体から

の発じんを直接集煙して処押するシス

テムは二代が匡I初の試みであり,この成

果によりこの種省電力形大容量環境集

じんの要求に応じられる｡

中･小形排煙脱硫装置の

遷幸云実績

ソーダ･ぼう硝ぎ去排煙脱硫装置につ

いては,中‥小形ボイラを主対象に標

準化を進めてきたが,この標準化によ

る′受注品が相次いで運転を`開始した｡

次にその概要を紹介する｡

(1)伏見雪望薬株式会社納め

ガス量16,000Nm3/h,排液は高濃J空

のぼう硝i容液として回収L,すべて無

水ぼう硝として製品化されている(図4)｡

(2)松山石油化学株式会社納め

ガス量30,170Nm3/h,吸収液はプロ

セス排液(炭f慢ソーダ液)を使用する｡

(3)カネポーポリエステル株式会社納め

ガス量30,340Nm3/h,極めて低負荷

運転に対しても良好な結果が得られた｡

(4)兵庫‾製紙株式会社網め

ガス量67,100Nm3/b,サイクロンに

より高性能のミスト除去が得られた｡
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図5 山崎製パン株式会社古河工場納め350m=ソd製鯖廃水処理装置
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水処理装置
高BOD廃水処理用｢日立高速ば

っ気装置+

1ミニ物化学的酸素要求一三it(以‾卜,BOD

と略す)の高い廃水を高効平で処増す

る｢日二在高婚ばっ1t装置+を開発L,

このほど1号機(図5)を山崎与望パン株

式会社市河Tl‾二場に納入した｡本装置は,

槽｢才っに多孔板を設置して轍素供給効率

の良い独｢1のばっ乞tを行なし､,+‾円弧埴

度が速く,BOD除-J絹巨ブJの大きな微

生物によって存椎の病80D廃水を高

速処理するものである｡

1号機は,尊堂令旨う廃水を主1≠とした高

BOD廃水350m3/d(3,000ppm BOI))の

処群を目的としており,昭和51年10月よ

り,BOD除一点率90%で順了渦に稼動して

いる｡なお処理水は,既設上役備で放}充二桔

準まで処理し,発生する余剰汚泥は二Ⅰ‾二

場内の一般ごみとi報†ナLて焼却してし､る｡

粉末活性炭を用いた排水の高三欠

処理技術

i舌性炭r吸着法は排水の高次処理のう

ちで‾最も実用性の高い処理法である｡

既に実用化段階にあるが,粒,状清作炭

の利用が主流を占めている｡今回,粉

末活性炭の二大特長である速い暇着速

度(性能)と安い炭価(経済性)とを活用

した粉末活性炭l吸着･再生に関する共

礎技術を開発した｡この技術は,産業

排水又は生活排水の∴次処理水に,そ

の汚濁物質濃度に対応した適量の粉末

清件炭をラ主人した後,[吸着塔内で渦流

による効率のよい接触[吸着を行なわせ

る｡次に分離塔でこのl吸着i黄みi詩作炭

と処理水とを完全分離する｡すなわち,

分離塔内で特イ珠フィルタ面上に吸着析

み活性炭を白ロブリコート式に栢層さ

せ,これを日動逆洗ではく離して塔外

にスラリーニ伏で回収する｡回収したi舌

件炭は,脱水･予備乾燥後,外熟式減

圧P‾i生炉で極めて再生効率の高い熱再

生を行なう｡再牛した粉末括件炭はス

ラリー状にして貯留し再他聞するクロ

【ズド方式の吸着･再/土技術である｡

粉末f舌作炭をスラり【ニ伏で輸送して飛

散を防ぎ,装置を塔槽形J先にコンパク

トにまとめて,敷地及び設備詐を節約

し､安価な粉末活性炭の高効率再生に

より運転賛の低i成を図っている｡

現在この其礎技術によって財団法人

造水ノ促進センターが都市下水の二次処

理水を脱水とする300m3/dの実験プラ

ントによる試験を実施している(図6)｡

鉄鋼工場における総合封F水処理

設備

i令間圧延,めっき二｢程を持つ鋼板加

,t二｢場では,これらの製造工程から,
酸沈廃水,圧延廃水,脱脂液･脱脂洗

浄廃水,表面処理廃水など,種々雑多

な廃水が排出される｡今回,川崎製鉄

株式会社葺合+二場に納入した設備では,

これらのr薙水(12,000m3/d)を処理す



図6 粉末活性炭吸着･再生実験プラント(処理能力300m3/d)
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図7 川崎製鉄株式会社葺合工場納め総合排水処王里設備
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るため,濃厚廃水と濃度の低い洗浄･廃

水との2系列に分け,低濃度廃水に対

してはエマルジョン破壊,?疑集沈殿,

ろ過などの処理を行なった(図7)｡ま

た,盲農厚二廃水に対しては,更に活性炭

[吸着処理を加えた｡その結果,従来の

廃水-･捕処理方式に比較して薬品柱人

量が少なくても処理水水質を向_卜させ

ることができた｡また,敷地_Lの制約

から水処理設備を立体的に配置して,

ワンマン コントロールによる運転方式

を採用したことはぎん新的な設備とし

て鉄鋼業界から注目されている｡

大形ノヾノレフP廃水処理設備

このたび,紙パルプ業界へi容解亜硫

酸パルプ(DSP)廃水処理設備を納入

した｡用水産業の一つである紙パルプ製

造工場の水処理装置には,大形の設備

が要求される｡本設備も30,000m3/dの

活性汚泥処王翌設ノ備で,産業廃水処理設

備のなかでは,代表的な大形廃水処理

装置に属する｡ばっ気槽容量は28,000m3

で,このばっ気には900kWターボ 70ロ

ワ2台を使周し,才覚拝方式は欧米でみ

られる両側旋回流方式を採用している｡

このため,従来の片側旋回流方式に比

べてイニシャル コスト(特に土木費)

の低減を図ることができた｡

また,人形化に伴い下水処】塑場並み

のメインテナンス体制が要求されたの

で,今回は散気装置にスイベル ジョイ
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図8 大形ばっ気槽全景

亨′､ル∧

ントを用いた散気管を使用して,保守

点検を容易にした｡処理効果は好成績

を得ており,紙パルプ業界の各方面か

ら注目されている(図8)｡

日立【司転ろ床装置

日二立回転ろ床装置は,散水ろJ末法と

活性汚才J己法の長所を兼ね備えた新しい

膜形生物処王翌装置として開発した製品

である(図9)｡本装置は,多数のろ材

を充てんした横形円筒金網かごを汚水

中に一部浸せきさせ,適速で回転させ

て汚水を浄化する簡単な機楠を持って

いる｡原理的には,汚水中の有機物が

ろ材と接触する際にろ材表面に生成し

た微生物に吸着され,次いで大気との

接触によ-′)効率的に酸化分解が行なわ

れ,才争化されるものである｡浄化に必

要な微生物を膜状に常時定量に保持す

ることにより,従来法のような活性汚

泥の循環(返送汚泥)を必要としないこ

と,負荷変動に対しても安定した処理

ができることなど処理性能,運転管理

の両面に優れている｡高手濃度有機性汚

水処手堅から高度処章里に至るまで広い適

用範囲を持ち,下水,ごみ焼却場廃水

をはじめ,産業廃水などの処理に既に

十数其の納入実績を得ている｡
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図9
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ごみ焼却場向け日立回転ろ床装置

単

書
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含さ由封l水処理装置｢クリーン ス

タンド+

環境保全のための排水規制の弓垂ミ化に

よr),排水量50m3/d未満の各椎事業所

にも｢水質汚i端防+L法+が適用されつ

つある｡一一方,水資源確仰=のための水

の再利用についても菓子別に取り組まれ

ている｡

これらのニーズに対応して,汎用形

排水処理機｢クリーン スタンド+のシ

リーズ化を行なった(図10)｡

｢クリ【ン
スタンド+は,i疑集拇拝,

浮上分離,凝集沈殿,傾斜板分離,砂

ろ過の各プロセスと薬品臼三人装置,三無

品貯槽,制御機音詩をまとめて一一体の円

筒状にユニット化したものである｡シ

リーズは,処理能力2mZ/h,4m2/h,

8m2ルで,S S(i子遊同形物),油分､

COD(化学的酸素要求量)の除去を行

なうもので,バス抹中場,ガソリン ス

タンドなどでは処理水の再利用も行なわ

れている｡設置面積が′トさく,外観もス

マートで,かつ操作も容易で好評を得て

おり更に用途の拡大が期待されている｡

廃棄物処理装置

その他

自動車工場塗料カ､す焼却処王里装置

塗料かすは,原材料,発生経路,外

気条件などによr)その性斗犬が非常に異

なるうえ,経時変化も起こすなど,産

業廃棄物の中では他に顆をみない特異
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図川 ガソリンスタンドに設置された｢クリーンスタンド+

な物性を持つ処理,処分の【ペ稚な廃棄

物である｡/卜一口1,上規約廃棄物焼j三口設備

拡充を目的とLて,次に述べるような

精一昆を持ったt]動中工場嘩:料かす処理

装置(図11)を完成した｡

(1)ロータリ キルン1炉で,･般ごみ,

廃プラスチックととい二各椎物件の?令

料かすの焼却処王里がでぎる｡

(2)炉への供給を,固形状,液状の2系統

に分け,装置の簡素化,最適化を図った｡

(3)液状塗料かす(又は廃油ヘドロ)は,

貯槽での常時撹排と ミキサ～貯槽間の

循環系による懸濁化により,同化を防

ぐとともにブ尼メ大物用特殊バーナでの燃

焼の安気三化を図った｡

液状塗料かす

廃油へド.8

:牛膝ごi

｢

受入貯槽

供給クレ

廃ぎラスチック

顔形礫塗料かす

発電所廃棄物焼却装置の開発

火力発電所の代表的な廃棄物として,

電気集じん機で捕集された灰(EP灰),

排水汚f尼,収水口に付着した貝類など

がある｡これらを総合的に,無公害で

処理できる旋回噴さ允層炉を主機とする

焼却子威容プロセスを開発した(図12)〔〕

日立-BHK式発電所廃二乗斗勿焼却設備

は,次の特徴がある｡

(1)微粉状,粍オ犬及び汚泥二伏の各形態

のE PJ大が処羊里できる｡

(2)場内排水汚子尼,貝書芸とEPJ火の同

時処理も白丁能である｡

(3)楳休(けい砂)の熱容量により,処

注:P=ポンプ

供給貯槽 ミキサ
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図Il 自動車工場塗料かす処‡里装置フローシート
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図t2 火力発電所廃棄物焼却装置(パイロット プラント)

図13 うず電流による金属･非金属分別装置

革

二7r

理工物の量や成分の変動に対してフレキ

シビリティを持っている｡

(4)焼却灰の末燃分は0～2%と,ほ

ぼ1こ全焼却が可能である｡

(5)焼却灰は自動的,かつ安全に回収

することができるく､

うず電流による金属･非金属分

別装置

廃棄されたし二寸動申､家庭用電気品な

どの破砕物からアルミニウムや銅など

の非鉄令属を回収するためのうずて註‡充

分別装置を開発Lた｡分別装苗は永久

磁才子をN,S健交土に配置した上卜対

向する回転円づ提と,その対｢亡り㌍隙部を

水ヤ移動する分別物移送片卜刀コンベヤ

ベルトで構成される｡試作装置の外観

を図13に示すr〕

装置のフィジビリティ テストで廃H

動申,廃家庭開花気砧などの破砕と物に

対してアルミニウム汁の回収率は約80

%,銅片の回収率は約50%であった()

装置の特長としては,(1)ドライ方式

で破砕q勿をそのまま分別できること,

(2)機構がシンプルでかつコンパクトに

まとまること,(3)永久磁二行を上里め込

んだ回転円盤の採用により運転時の消

費電力が少なく,ランニング コストが

安いこと,(4)人員処j聖に通するなど

の事柄が挙げられ,固形廃棄物からの

非鉄金属l_ロ川又1ユ外にもガラス再生処理

工程でのカレット中のアルミニウム片

除去などにもイ如月できる｡

r′呼

≠垂.号

を ト

∧ふ._-

恥
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本装置は通商耗業省工業技術院の委

託研究の 一一部としてl凋発されたもので

ある｡

低騒音鋼管搬送装置｢モノレー

ノレ式マグネスキッド+の開発

鋼管製法造部門では,鋼符横移j去時に

スキッド ラインでヲ邑/七する鋼符朴l_7J二

の衝突‾il-i二が,作二葉瑞塙,騒r■1二公1子羊など

の面から純々の対ノ策が施されつつある｡

ニれらの情勢に対処し,鋼召二の連動に

丁†わせて叶勅白布に運動する析動磁極主

を設けたバイポ【ル式マグネスキット
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(MB)式を既に実朋化Lている｡その

後,更に開発改良を行ない,今｢口1スキ

ッド レーールの左石丁に才岩垂わ磁樟と励磁

コイルを設けた‡磁与も効ヰミが良好で経て月

的な｢モノレール式マグネスキッド+

(MR)式を開発し,各椎実験を絶て垢

用機能を確認し実用化にモった｡

本装置はモノ レール化により著Lく

コンパクト化され,新設,既.設ライン

を1ぎりわずスキッド ラインと前後装荷

(搬入出キッカー､ローーラ テーブルな

ど)との整†ナ性が良く,据付,メイン

テナンスの点でも改良を凶っている

(図川).っ

芦㌣

㌦声〆

図14 モノレール式マグネスキッドの外観
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